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研究成果の概要（和文）：　専修大学社会関係資本研究センターが実施した東アジア諸国の意識調査では、近隣住民の
葬儀への参加率はＧＤＰの高まりに反比例して低くなることが明らかになった。これは近代化によって各社会の葬儀が
変容することを如実に示している。日本では戦後に伝統的葬儀⇒近代的葬儀⇒現代的葬儀とその姿を変えてきたが、現
在では超高齢社会化と少子化により第三の変化が生じていると考えられる。それは身内の葬儀からの家族の撤退である
。一方、近代化によって都市への人口集中が続くベトナムでは、伝統的な葬儀が崩れ始め、都市と村落コミュニティが
組み合わさりながら葬儀を執行していることが明らかになった。これは近代化への過渡期と考えられる。

研究成果の概要（英文）：In the awareness surveies for East Asian societies conducted by Center for Social 
Capital Studies of Senshu University, we found that the participation rate to the funeral for the 
neighborhoods people is falling down in inverse proportion to the increase of GDP. This indicates that 
the funeral of each society is transformed by modernization. In Japan it is considered to be the third of 
the change by the super-aged society of the declining birth rate has occurred now. That means some family 
members are withdrawing from the relative’s and the family member's funeral in Japan.
In Vietnam, traditional funeral collapse began during the modernization. In several cases I observed, the 
urban and the village community carried out the funeral for their members. That is quite different from 
traditional way. Now their funeral customs are changing under the modernization.

研究分野： 社会学
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１．研究開始当初の背景 
 日本では都市化による葬儀の変容はほぼ
完了しつつあり、現在は全国的な儀礼の平準
化が進んでいると考えられてきた。しかし少
子化・超高齢化は葬儀を取り巻く状況を大き
く変えつつある。一方ベトナムでは現在農村
から都市に人口が急速に流入しつつあり、都
市部に各地の儀礼が持ち込まれながら新た
な葬儀形式が形成されている。本研究では次
の事柄に焦点を当てて研究を進める。 
（1）日-越、都市-村落という二軸からの比較
検討によってアジアにおける葬儀の近代化
過程、およびその背後にある社会関係の変容
を解読する。 
（2）日本の葬儀の変容を、葬儀業者の動向
に注目してその実態を明らかにする 
（3）変容しつつあるベトナムの葬儀を、参
与観察や関係者へのインタビューなどをも
とに詳細に記述し、現代的葬儀のモデル化を
試みる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は近代化によって葬儀がい

かに変容したかを、すでに一定の変容を経験
している日本のそれと、現在急速な変容をこ
うむっているベトナムのそれを比較するこ
とで、背後で作用している変動要因を探り当
てることにある。上記の目的を遂行するため
に、それぞれの社会の葬儀を丹念に調査して、
葬儀の変動モデル化を試みる。その上で都市
への人口流入と文化的混交、さらには社会関
係の希薄化が、どのように葬儀の商品化、商
業化がもたらされるかを実証的に把握する。 

 
３．研究の方法 
本研究を遂行するために三つの方向をと

る。第一は、近代化の中での葬儀の変容過程
を大きく把握すること、第二は、日本国内の
葬儀研究の更なる深化であり、第三は、変容
しつつあるベトナムの葬儀のモデル化であ
る。 
これまで筆者は日本の葬儀についてかな

りの研究を蓄積してきたが、現在も新しい形
の葬儀が生まれつつある。特に葬祭業者の動
向から、新たな葬祭業の発展と地域社会の変
容についての研究を深める。 
ベトナムにおける葬儀については、現地調

査による事例の積み重ねと海外の研究者と
の研究交流により、ベトナムにおける葬儀の
農村モデルと都市モデルの形成に努める。 
 同時に葬儀の変動に関する他の調査デー
タ、特に筆者が参加してきた専修大学社会知
性開発センター・社会関係資本研究センター
が行ったアジア各国の意識調査の結果など
を援用しながら、近代化が葬儀の変動を促す
という仮説の裏付けに務める。 
 
４．研究成果 
（1）東アジアにおける葬儀意識 
下図は、筆者が参加した社会関係資本研究

センターが平成 22年から 26年にかけて行っ
たアジア各国での調査研究の結果の一部で
ある。 
 各国のＧＤＰが多くなればなるほど近隣
住民の葬儀への参加度が低くなることが理
解できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ここには社会の発展によって近代的な人

間関係が浸透するにつれて、相互扶助的な葬
儀が解体していく過程がはっきりと現れて
いる。 
しかし下図を見てみると近隣住民の参加

度の低下に比べればその傾きは少ないもの
の親族の葬儀への参加度もＧＤＰの増加と
ともに減少していることが見て取れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 さらに家族の葬儀への出席度を尋ねてみ
たところ、下記のような図を得た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 このように東南アジア諸国での意識調査
をふまえると、一人当たりＧＤＰが増加する
とまず近隣住民の葬儀への参加率が大きく
減少し、さらに親族、家族への葬儀への参加
率さえもが減少することが検証された。それ
ではその理由は何に求められるのか。次に日
本における葬儀の変容をモデル化すること
でその答えを探ってみる。 
 
（2）日本における葬儀の変容 
では近代化と葬儀の変容はどのような関

係にあるのか。日本での先行研究をもとに考
えてみよう。森謙二は、日本社会の近代化に



よる葬儀の変動を二段階に分けて説明して
いる。地域社会が葬送の手伝いから撤退する
とともに、葬送領域の市場化が進展していく
「（葬送の）第一の近代化」と、個人化およ
び少子高齢化の進展とともに、残された家族
が、先祖の供養や祭祀の役割を果たさなくな
る「（葬送の）第二の近代化」である。近代
化による葬儀の変化を二段階に分けて考え
る森のアイディアは大変優れているが、筆者
はここにもう一段階の変化を挿入しておく
べきだであると考える。それは地域社会の葬
儀からの撤退と家族の撤退のあいだに、同僚
と親族の撤退があったと考える視点である。 
 
日本における葬儀の変動過程 

 
農村社会を中心に行われてきた伝統的な

葬儀における葬儀の主要な担い手は近隣住
民であったのが、都市化の進展によって職場
集団にとって代わられていく。これを近代化
の過程と呼ぶことに何のためらいもない。 

しかし高齢社会化と少子化は家族のサイ
ズをさらに縮小させ、葬儀の担い手から同僚
や親族を排除していく。日本ではこの変化が
起こったのは 1990 年代以降からのことであ
る。森が問題としている状況、すなわち家族
が死者の葬儀をしなくなるのは、さらにその
次の段階、つまり超高齢社会化と高齢者の世
帯分離を待たねばならないように思われる。
こうした状況から生まれるさまざまな事態
は、家族による遺体の隠蔽、孤独死・無縁死、
直葬などとして現象している。 
 つまり高度経済成長と都市化によって「伝
統的な葬儀」から「近代的な葬儀」へと「第
一の変化」をとげ、それが 1990 年代以降「第
二の変化」によって「現代的葬儀」へと変貌
した。現在起こっている現象は「第三の変化」
であり、この結果葬儀は自己責任による「近
未来的な葬儀」へと変化する可能性を秘めて
いるとするのが、筆者の基本認識である。 
 アジアの先進国である日本社会において
は、葬儀からの近隣住民の撤退、同僚・親族
の撤退という変化を遂げ、現在では家族さえ
も葬儀から撤退するかもしれない瀬戸際に
きている。そうした需要の変化にしたがって
葬儀業者の機能や業態も大きく変わってき
ているのである。 
 
（3）ベトナムにおける葬儀の変動 
 では現在進行形で近代化の岐路に立って
いるベトナム社会における葬儀はどのよう
な状況にあるのか。ベトナムにおけるフィー
ルドワークの結果から、現地における葬儀の
状況について検討しておこう。 
末成道男が詳細に調査したように、ベトナ

ムにおける葬儀の基本形態は農村にある
（『ベトナムの祖先祭祀』）。また Nguyen Thi 
Oanh の論考は（Nguyen：2012）は、ベトナム
社会の葬送儀礼の底流には『寿梅家礼』(Tho 
Mai Gia Le)など中国文化の影響をうけた「家
礼」があることを紹介している。 
2011 年に実際に筆者が参列した葬儀では、

末成や Nguyen の示した葬儀モデルとは異な
った現象が確認された。ハノイ市内で亡くな
ったある女性は、長年暮らした市内の息子宅
での葬儀のあと、町の近隣住民に見送られて
出棺した。主要道路までの葬列によって近隣
住民に見送られた後、数十キロはなれた故郷
に運ばれた。そこでもう一度そこの近隣住民
によって葬列が組まれて、村内の田圃に埋葬
された。ここでは日本の葬儀ではほぼ撤退し
てしまった近隣住民が都市と農村で二重に
重なり合い、葬儀の主要な実施主体となって
いることが理解できる。これは末成が記述し
た村落的な葬儀からが都市的な葬儀への移
行形態であると考えられる。 
また伝統的習慣によれば、埋葬は土葬⇒拾

骨⇒再埋葬という二重埋葬であったが、都市
地域内の十分な墓地域を確保できないこと
から、火葬後埋葬するケースや 100 キロほど
離れた場所に墓地公園が建設されるなどの
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現象も出てきている。これらは日本における
「第一の変化」に相当する現象であると考え
られる。またホワイトカラーなどの都市住民
は、広く同僚が香典による弔意を表し、それ
が家族の葬儀費用をまかなっている現実も
確認されている。おそらく今後は葬儀業者の
役割が急速に拡大するものと思われる。 
 
（4）その他の地域でのフィールドワーク 
 今回の一連の調査では日本とベトナム社
会の葬儀のフィールドワーク調査を中心に
おこなったが、機会を得てアフリカ・ウガン
ダにおける葬儀調査の機会に恵まれた。ウガ
ンダの近代化はいまだ発展の緒についたば
かりであり、都市化・産業化も十分ではない。
したがって葬儀におけるコミュニティ住民
の関与の度合いが非常に大きく、逆に葬儀業
者が関与する部分もほとんどないことが確
認された。 
 このような発展途上国、中進国、先進国に
おける葬儀の実態を現地調査し、比較研究を
積み重ねることによって、経済発展指標とは
異なった社会関係や意識の変容過程を実証
的に把握できると期待できる。 
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